
ネ
フ
ァ
テ
ィ
テ
ィ
像
ミ
ア
マ
ル
ナ
彫
刻
こ
に
就
て

岡
　
島
　
誠
　
太
　
郎

　
紀
元
前
十
四
世
紀
の
中
葉
、
埃
及
に
君
驕
し
た
第
十
八

王
朝
の
王
ア
ク
ン
・
ア
ト
ン
（
》
窪
舜
け
9
μ
）
の
妃
ネ
ア
ァ
テ
ィ

プ
ィ
（
2
①
幹
玉
目
）
の
像
の
模
本
が
、
京
都
帝
國
大
聖
所
聖
断

の
一
に
新
に
加
へ
ら
れ
た
。
此
の
原
品
は
悉
曇
東
方
協
會

の
テ
ル
・
エ
ル
・
ア
マ
ル
ナ
（
円
O
鷺
　
O
一
　
”
一
5
9
一
・
昌
9
）
些
些
に
際

し
．
彫
匠
ヅ
ー
ト
モ
ー
セ
（
U
げ
暮
9
ひ
。
。
o
）
の
仕
事
部
屋
で
得

ら
れ
、
現
今
伯
林
の
山
立
搏
物
館
に
存
し
て
居
る
。

　
　
　
　
一

　
こ
の
像
は
、
石
下
岩
に
彩
色
さ
れ
模
本
に
よ
れ
ば
全
長

一
尺
六
寸
五
分
、
圖
に
示
さ
れ
だ
様
に
胸
の
上
部
ま
で
を

表
は
し
、
頭
上
に
は
冠
を
頂
い
て
居
る
。
此
は
恐
ら
く
ウ
プ

ト
（
¢
℃
仲
）
ざ
呼
ば
る
、
も
の
で
、
面
正
で
は
高
さ
六
寸
二

分
目
後
方
で
は
九
寸
五
分
、
善
部
の
方
弥
、
漸
次
鑛
り
、
そ
の
李

に
な
っ
て
居
る
上
端
の
長
さ
一
尺
、
搬
入
寸
二
砕
を
診
せ

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂

ネ
フ
ア
テ
イ
テ
イ
像
ミ
ア
マ
ル
ナ
彫
刻
芝
に
就
て

ら
れ
る
、
冠
の
下
に
見
ゆ
る
額
か
ら
顎
ま
で
四
寸
九
分
、
耳

よ
り
像
の
下
端
ま
で
九
寸
三
分
な
る
に
比
し
、
随
分
大
な

る
も
の
で
あ
る
。
濃
青
色
に
彩
ら
れ
、
こ
れ
に
纒
へ
る
バ

ン
ド
（
ぴ
霧
自
）
は
青
、
緑
、
褐
の
綾
取
り
に
な
っ
て
居
る
。

　
元
來
王
妃
こ
し
て
正
式
の
頭
飾
り
は
、
融
の
守
護
を
示

す
禿
鷹
冠
で
あ
っ
て
、
王
事
式
の
場
合
は
一
種
の
冠
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

ひ
る
か
、
或
は
彩
り
多
い
バ
ン
ド
を
結
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の

像
の
場
合
、
禿
鷹
冠
で
は
な
い
が
、
冠
の
正
面
に
附
せ
る
ウ

レ
ゥ
ス
（
舞
。
・
色
出
は
、
新
湯
國
以
來
王
ビ
共
に
王
妃
も
、
．

王
者
の
象
徴
こ
し
て
用
ひ
來
つ
た
も
の
で
、
王
妃
た
る
の

威
儀
を
備
ふ
る
に
、
無
勢
な
る
こ
ご
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

　
普
通
挨
及
人
の
皮
膚
の
色
は
男
子
は
褐
色
叉
は
淡
褐
色

を
、
婦
人
は
殆
ん
ご
黄
に
近
き
ま
で
淡
い
色
調
を
以
て
、

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
七
五
　
（
五
入
三
）



’

一圖第二岡

第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
ネ
フ
ア
テ
イ
テ
イ
像
定
ア
マ
ル
ナ
彫
刻
亡
に
就
て

　
鴫
、

触
　
が

第
四
號

七
山
ハ
　
（
五
入
四
）

示
さ
れ
て
居
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
像
は
男
子
ミ
大
差
な
き

程
の
色
で
あ
る
。
試
み
に
、
ル
シ
ヤ
ン
（
目
房
∩
冨
巳
氏
の
皮

膚
色
合
表
第
一
版
（
切
妻
静
ぴ
窪
Q
。
p
莚
）
に
照
合
す
れ
ば
二

十
一
翻
し
懸
る
。
ネ
フ
ァ
テ
イ
テ
ィ
の
名
は
「
最
も
美
し
き

者
」
の
義
で
あ
り
、
彼
女
の
夫
、
ア
ク
ン
ァ
ト
ン
は
頻
に
彼
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

の
美
を
讃
へ
て
居
る
こ
こ
か
ら
し
て
も
、
彼
女
を
現
は
す
に

更
に
美
し
さ
を
増
す
た
め
に
、
皮
膚
の
色
を
從
來
の
例
に
よ

っ
て
和
ぴ
る
筈
で
あ
っ
た
ご
も
考
へ
ら
れ
る
。
尤
も
當
時
の

埃
及
人
の
繋
念
か
ら
し
て
如
何
に
解
す
べ
き
か
、
確
に
断
じ

難
い
が
、
少
く
こ
も
我
々
の
眼
を
以
っ
て
し
て
は
、
九
重
の

深
宮
に
育
つ
た
雲
の
鎌
入
ご
し
て
は
あ
ま
り
に
黒
す
ぎ
る

戚
が
あ
る
。
併
し
こ
れ
は
後
述
す
る
自
然
に
從
ひ
。
箕
實
を

表
現
す
る
に
努
め
た
謹
左
の
↓
ご
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
顔
を
観
る
に
、
眉
の
線
の
強
き
、
眼
の
輝
き
の
鏡
き
、

鼻
筋
の
通
り
、
口
許
の
引
締
れ
る
等
、
三
三
の
変
々
ご
し

て
人
に
迫
る
黙
は
否
ま
れ
す
、
一
見
し
て
凡
作
で
な
い
事

が
知
ら
れ
る
。
殊
に
眉
、
眼
は
傳
統
を
破
っ
て
居
る
。
從

來
の
型
は
眉
は
長
く
、
し
か
も
終
ら
む
ご
す
る
先
端
於
に



て
、
却
り
て
太
ぐ
な
り
、
眼
の
隈
取
り
も
極
め
て
太
く
、

長
く
砦
に
於
て
殆
ん
ざ
眼
の
長
さ
ε
差
な
き
程
、
太
い
尾

が
引
延
ば
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
眉
、
限
共
に
長
き
に

失
せ
す
、
太
き
に
陥
ら
す
》
先
端
は
次
第
に
細
く
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

て
如
何
に
も
自
然
で
あ
る
。

　
古
代
埃
及
の
婦
人
像
中
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
を
求
む
る

な
ら
ば
、
ヵ
イ
・
（
O
”
一
「
o
）
博
物
館
に
現
存
す
る
ネ
フ
ァ
ト

（
乞
Φ
冷
δ
の
像
で
あ
ら
う
。
そ
の
像
に
比
す
れ
ば
、
ネ
フ

ァ
プ
ィ
プ
ィ
像
は
面
長
で
、
眼
の
カ
は
稽
々
劣
る
が
、
ロ
許

に
優
し
み
の
湛
ふ
る
所
が
あ
る
。
圖
顔
、
肉
附
の
豊
満
等

に
於
て
、
近
代
人
の
蔵
持
を
打
つ
黙
は
、
或
は
、
矛
フ
ァ
ト

像
に
一
毛
を
黙
す
か
も
知
れ
な
い
。

　
ネ
フ
ァ
ク
ヨ
ラ
擁
像
は
正
面
よ
り
は
、
寧
ろ
側
面
よ
り
槻

る
べ
き
、
も
の
少
く
こ
も
側
面
に
於
て
、
　
一
斗
技
巧
の
優
れ

て
居
る
の
が
知
ら
る
、
の
で
あ
る
。
耳
の
あ
り
場
所
の
高

き
に
す
ぎ
た
る
は
、
埃
及
の
省
像
の
す
べ
て
が
隔
れ
る
過

失
で
あ
っ
て
、
こ
れ
な
ざ
は
、
寧
ろ
比
較
的
少
な
い
ビ
云

　
　
　
第
十
三
雀
　
　
雑
「
纂
…

ネ
フ
ア
テ
イ
テ
イ
僚
書
ア
マ
ル
ナ
三
瀬
ミ
に
蕊
て ふ

て
よ
い
。
側
面
よ
り
見
た
る
眉
の
線
は
、
美
し
い
曲
線

を
描
い
て
居
り
、
こ
れ
ε
上
瞼
こ
の
間
に
生
す
る
陰
影
ご

眼
球
ε
の
關
係
ご
は
何
か
諸
掛
上
の
法
則
に
よ
る
比
を
以

て
．
劉
出
さ
れ
た
か
ε
思
は
れ
る
程
美
し
い
。
額
ご
鼻
こ

の
線
の
接
合
に
段
の
打
方
の
少
な
い
の
は
、
稽
理
想
に
す

ぎ
た
嫌
が
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
れ
で
鼻
の
線
、
惹
い
て

は
顔
の
輪
廓
が
美
し
く
見
え
る
の
は
雫
は
れ
な
い
。
口
許

の
納
り
の
よ
い
の
も
側
面
か
ら
、
　
一
履
よ
く
悟
ら
れ
る
、

こ
れ
ご
愛
く
る
し
い
顎
の
線
ご
が
、
巧
に
調
和
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

唇
の
色
調
は
濃
痢
た
る
戚
じ
が
あ
た
へ
ら
れ
る
。
因
に
ネ

フ
ァ
ト
像
の
唇
は
作
家
の
不
注
意
の
た
め
か
、
將
た
故
意

か
、
彩
ら
れ
す
に
顔
面
の
皮
膚
の
色
の
儘
で
あ
る
か
ら
、

比
較
す
る
こ
ご
の
金
平
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
〇

　
一
膿
ネ
フ
ァ
テ
」
グ
ィ
の
像
は
、
こ
れ
以
外
の
も
の
も
首

筋
が
長
一
（
咽
喉
の
長
さ
三
寸
五
分
）
所
謂
ス
・
ン
・
舌
ク
（
・
・
蚕
・
・
＆

で
、
蕩
然
に
首
が
前
に
つ
き
出
て
居
る
が
、
上
に
大
き
な

冠
を
頂
い
て
居
て
も
均
整
が
ご
れ
て
居
る
。
假
）
に
冠
を

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
七
七
　
（
五
入
五
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
熱
・

除
い
て
想
像
す
る
ご
少
し
養
で
あ
る
し
、
冠
を
着
け
た
儘
、

顎
を
引
き
、
首
筋
を
眞
直
に
す
る
ご
、
側
面
の
美
し
さ
が

大
に
破
ら
れ
ご
思
は
れ
る
。
同
じ
く
伯
林
に
殆
ん
ざ
同
じ

ポ
ー
ズ
の
ネ
フ
ァ
テ
イ
プ
ィ
の
石
彫
像
で
、
冠
ご
思
は
れ
る

部
分
の
失
は
れ
た
の
が
あ
る
が
、
こ
の
戚
じ
が
甚
だ
強
い

の
で
あ
る
。
尤
も
冠
の
重
量
の
た
め
に
、
こ
の
位
置
に
な

る
の
が
自
然
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
兎
に
角
、
大
き

な
冠
が
こ
の
ボ
！
ズ
に
於
て
、
ス
フ
ン
・
、
矛
ソ
ク
に
落
附
い

て
居
て
、
不
安
の
戚
じ
が
生
じ
な
い
事
ご
思
ふ
○

　
胸
か
ら
肩
に
か
け
て
被
へ
る
…
襟
は
、
ウ
ス
フ
（
≦
－
筈
）
ご

呼
ば
る
、
も
の
で
ビ
ー
ヅ
（
σ
8
（
δ
）
を
編
ん
で
造
ら
れ
た

の
を
示
し
て
居
る
が
、
色
は
青
．
緑
、
褐
の
他
に
黄
等
で

彩
ら
れ
て
あ
る
Q

AAN　Hvv
（
」
）

ネ
ア
ア
テ
イ
テ
イ
懲
書
ア
マ
卿
ナ
差
綱
ミ
に
就
て

ば
弓
ヨ
碧
”
ン
。
㈹
罵
簗
瀬
．
月
郎
一
三
夷
窪
・
ぢ
い
い
砿
・
盤
ひ

ノ
＜
①
㎡
亀
∵
鹿
拓
H
肖
。
昌
自
漏
．
陶
ヨ
窃
o
h
＞
広
回
口
鉢
9
ポ
冒
【
缶
8

同
O
い
ω
膨
轟
O
・

］
崎
■
団
巳
H
”
C
己
昌
訂
三
〇
9
0
＞
g
g
o
暴
H
臣
。
。
ε
蔓
く
2
・
娼
・
O
p
肖
－

ご
二
盛
σ
窺
。
固
O
悼
轟
｝
、
．
革
爲
●

（
亭
）

．
鯵
照
號

七
入
　
　
（
五
八
六
）

H
8
鼻
ぎ
ヲ
捲
＝
こ
ぎ
一
U
7
了
二
戸
骨
巴
＞
o
㈹
｝
壱
〔
o
野
訂
〇
二
岡
口
苫
い
。
エ
・

虚

二

　
こ
の
像
に
施
さ
れ
た
色
は
、
青
、
緑
、
褐
を
主
な
る
も

の
こ
し
、
敢
て
特
に
華
美
な
色
を
底
ひ
て
居
な
い
が
、
し

っ
く
り
ご
落
附
の
あ
る
配
合
の
裡
に
、
何
慮
ご
も
な
し
に

人
心
を
惹
き
つ
け
る
稔
さ
を
備
へ
て
居
る
。

　
総
じ
て
青
、
緑
、
褐
の
三
色
は
古
代
埃
及
人
の
嗜
好
に

合
し
て
居
る
機
費
あ
る
。
ボ
ル
ハ
ル
ト
（
切
。
己
髪
良
）
の
試

み
た
ア
マ
ル
ナ
（
》
日
僧
諺
勲
）
の
貴
族
邸
の
客
間
の
装
飾
が
、

こ
の
三
色
を
以
て
な
さ
れ
た
る
は
、
、
同
時
代
の
こ
ご
、
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

勿
論
の
事
に
も
よ
る
が
、
紐
育
メ
ツ
Ψ
ボ
リ
タ
ン
（
竃
。
¢
、

o
℃
○
濠
§
）
博
物
館
に
あ
る
、
テ
ー
ブ
ス
に
あ
っ
だ
ナ
ク
ト

（
乞
聾
窪
）
の
墳
墓
の
壁
叢
、
大
英
博
物
館
に
あ
る
、
ア
ン

タ
・
フ
ェ
ン
・
ケ
ン
ス
（
＞
b
或
マ
や
Φ
〒
間
ぴ
O
一
一
ω
ε
、
フ
ー
エ
ン
ア

メ
ン
（
回
山
ニ
ー
Φ
部
一
》
日
。
嵩
）
、
。
ヘ
ン
「
セ
ン
セ
ン
・
ヘ
　
ル
（
℃
o
⇒
一
ω
爵
で

ω
包
鶴
肖
。
『
ε
の
棺
の
美
し
い
彩
色
も
主
要
な
る
は
こ
の
三



色
で
あ
る
。

　
青
色
は
、
彼
等
の
貴
ん
だ
瑠
璃
（
笹
且
ω
㌶
駐
5
ご
關
係
が

あ
る
ら
し
い
。
尤
も
瑠
璃
の
色
か
ら
青
色
を
聯
想
し
た
こ

す
る
よ
り
か
、
青
色
か
ら
瑠
璃
に
及
ん
だ
こ
考
へ
ら
れ
る

様
で
あ
る
。
聖
文
意
を
見
る
ε
ケ
ス
ベ
ソ
ト
（
匹
μ
o
ω
ぴ
簿
）
が

瑠
璃
ビ
共
に
青
色
を
も
意
昧
す
る
他
に
、
「
室
の
如
く
輝

く
」
ご
動
詞
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
降
雨
極
め
て
稀
な
る

寸
意
の
碧
室
は
、
さ
ぞ
や
古
代
の
埃
及
人
の
鷹
裡
に
強
く

映
じ
た
こ
ご
で
あ
ら
プ
。
十
入
王
朝
の
ツ
ー
ト
メ
ス
三
世

（
β
己
話
ρ
Φ
ψ
冒
、
這
）
が
バ
ゼ
買
ン
よ
う
の
戦
利
品
に
、
幾
度

　
　
　
　
　
の

か
璃
｛
瑠
が
あ
り
、
ア
メ
ン
ボ
ブ
ッ
プ
（
〉
ヨ
。
包
戸
9
0
℃
H
冒
H
と
二

世
が
カ
ル
ナ
ソ
ク
（
内
書
｝
島
）
の
帥
殿
を
増
築
す
る
に
際
し

て
、
多
量
の
金
銀
ご
土
ハ
に
、
山
な
す
瑠
璃
ご
、
術
殆
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

千
二
百
封
度
に
近
い
孔
雀
石
を
準
備
し
て
居
る
。

　
緑
色
は
現
時
に
於
て
も
、
ナ
イ
ル
緑
（
翼
濠
σ
q
お
。
ε
ご
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
る
Q
ナ
イ
ル
河
の
埃
及
人
の
生
活
に
と

り
て
重
大
な
る
關
係
あ
る
は
、
二
千
数
百
年
の
昔
、
ヘ
ロ

　
　
　
第
十
三
谷
　
　
雑
　
纂

ネ
フ
ア
テ
イ
テ
イ
像
ぜ
ア
一
、
ル
ナ
彫
刻
ミ
に
就
て ド

ッ
ス
（
寓
。
δ
壁
欝
ω
）
の
滋
破
せ
る
所
で
あ
る
が
、
こ
の
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

水
の
色
に
喩
へ
ら
れ
た
孔
雀
石
が
奪
ば
れ
、
カ
ル
ナ
ソ
ク
の

培
築
に
も
用
意
せ
ら
れ
た
の
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
。
こ

の
緑
色
が
懐
し
い
も
の
で
あ
る
は
當
然
ご
考
へ
ら
れ
る
。

　
象
り
に
褐
色
は
、
云
ふ
迄
も
な
く
黒
ん
だ
色
で
、
こ
れ

に
就
て
特
に
何
も
の
を
示
す
か
は
明
確
に
述
ぶ
る
は
難
い

が
、
青
色
が
塞
、
緑
色
が
水
と
す
る
以
上
、
こ
れ
は
埃
及

の
土
地
の
色
を
示
す
ε
云
へ
な
か
ら
う
か
、
埃
及
人
は
自

國
を
ケ
ム
（
寄
【
瓢
箪
は
カ
ミ
ッ
ト
（
す
日
δ
（
黒
土
）
ご
呼
ん

で
、
肥
沃
の
土
地
ご
を
誇
り
、
他
國
を
テ
シ
ェ
ル
ト
（
目
○
－

。。

y
昌
）
（
赤
土
）
ビ
流
し
て
、
沙
漠
荒
地
を
蔑
ん
だ
。
勿
論

黒
き
地
ご
云
ふ
も
の
、
、
露
西
亜
の
黒
髭
地
方
の
土
壌
の

色
に
は
及
ば
な
く
。
唯
四
團
の
地
方
ご
比
較
し
て
黒
昧
を

帯
ぶ
る
意
味
に
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
て
褐
色
ご
埃
及

の
土
ご
が
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
だ
ら
う
か
、
以
上
の
材
料

の
み
で
云
ふ
こ
ご
は
甚
だ
大
謄
で
あ
る
が
、
今
手
許
に
は

更
に
確
か
な
も
の
を
有
し
て
居
な
い
Q
唯
大
方
の
示
敷
を

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
七
九
　
（
五
八
七
）



　
　
　
纂
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

待
つ
次
第
で
あ
る
。

　
若
し
こ
れ
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
三
色
は
、
埃
及

の
室
、
水
、
地
の
天
然
よ
り
、
意
識
的
か
、
無
意
識
的
か

は
姑
く
お
く
も
、
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
見
て
も
差
支
な
か
ら

う
か
ご
思
ふ
。

　
由
來
藝
術
は
そ
の
土
地
の
風
土
を
背
景
ご
し
て
掘
照
さ

れ
る
べ
く
、
こ
れ
を
他
の
地
方
に
移
し
て
は
、
そ
の
四
二

を
謬
ら
れ
、
少
く
こ
も
低
下
さ
れ
る
傾
が
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
色
も
、
こ
の
解
繹
が
許
容
さ
れ
、
ば
、
こ
の
黙
の
み

に
て
も
、
至
仁
に
あ
っ
て
一
暦
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
か

ら
う
か
。

（
い
）

（
ひ
）

AAQQ博vv

ネ
フ
ア
テ
序
テ
イ
纈
£
ア
岬
、
か
ナ
急
潮
ミ
に
曾
て

コQ

W
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鳥
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巴
宍
”
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鋒
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搾
自
霧
＝
冨
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密
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0
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乙
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三
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σ
q
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箕
く
o
H
・
目
い
Ω
篇
8
び
Q
o

ぢ
。
ひ
吻
轟
轟
ひ
國
）
同
韓
。
吻
躰
G
っ
亭

同
）
課
｛
o
⑳
O
O
ω

もQ

ｲ
三
ご
　
〉
類
9
9
け
国
σ
q
曳
冥
団
p
ジ
旨
b
一
益
。
箒
お
p
9
3
圃
冒
●
冨

穿
乙
穐
”
　
ン
密
ヨ
彰
ざ
O
p
臼
訂
鐵
び
q
o
ぢ
戯
や
沁
噌

第

鰹
號

入
○
（
五
入
入
）

　
　
　
　
　
三

　
　
藝
術
を
見
る
に
．
そ
の
背
景
こ
な
る
天
然
の
他
に
、
藝
術

　
を
育
ん
だ
時
代
を
見
る
必
要
が
あ
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

久
し
く
ヒ
ク
ソ
ス
（
気
葉
。
。
§
）
の
治
下
に
あ
っ
た
埃
及
の
、

國
民
精
紳
勃
興
し
て
、
之
を
驕
逐
し
て
な
れ
る
第
十
八
王

朝
の
徐
勢
は
遠
征
ご
な
う
、
亜
細
亜
に
亙
る
一
大
國
家
を

．
立
て
議
國
富
み
兵
強
き
に
至
あ
っ
た
。
ア
ノ
ソ
ホ
テ
ソ
プ
三

世
（
〉
ヨ
¢
三
δ
喜
ヨ
）
漸
く
征
戦
に
倦
み
、
黄
自
を
散
じ
、

姻
戚
二
二
を
つ
く
る
等
、
専
ら
外
交
の
策
に
よ
り
て
、
そ

　
の
勢
威
を
維
持
せ
ん
せ
し
た
。
然
る
に
、
そ
の
没
後
を
受

　
け
た
ア
メ
ン
・
ホ
ラ
ソ
プ
四
世
（
諺
ヨ
。
巳
δ
審
℃
H
〈
）
は
、
そ

　
の
動
機
が
政
治
的
、
経
動
態
、
似
た
蹴
・
な
る
宗
敷
上
の
熟

狂
に
よ
る
や
の
論
は
、
本
稿
よ
り
姑
く
除
く
が
、
彼
は
ア

　
ト
ン
（
≧
o
ε
を
票
舞
し
、
從
來
父
租
の
信
仰
し
來
つ
だ
ア

　
モ
ン
（
》
g
o
昌
）
を
排
し
、
膚
ら
の
名
さ
ヘ
ァ
ク
ン
・
ア
ト
ン

　
（
匿
肉
ぎ
μ
－
醇
。
菖
ε
呼
び
、
都
を
別
に
隻
め
て
ア
ク
ト
ア
ト
ン

　
（
〉
夢
馨
○
乙
ε
繕
し
、
思
ひ
の
儘
の
信
仰
生
活
に
入
っ
た



の
で
あ
る
Q
ア
ト
ァ
あ
ン
の
地
は
現
在
テ
ル
・
支
川
・
ア
マ

ル
ナ
（
一
門
①
一
一
〇
一
、
》
d
口
9
戦
ご
9
）
略
し
て
軍
に
7
マ
川
ナ
（
》
9
霧
器
）

ご
呼
ば
る
、
が
、
鵬
臥
羅
…
巴
入
が
ア
マ
ジ
エ
フ
（
簿
日
進
臨
⑦
げ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ε
云
ふ
附
近
の
村
の
名
を
説
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
後

ア
ト
ン
崇
舞
止
み
、
ア
ク
ト
ア
ト
ン
よ
り
都
を
テ
ー
ブ
ス

（
目
密
ぴ
窃
）
に
戻
さ
る
、
迄
の
時
期
約
二
十
年
を
ア
マ
ル
ナ

（
渉
ヨ
窪
缶
℃
窪
。
伽
）
時
代
ご
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

　
斯
く
て
こ
の
傳
統
を
破
）
、
新
生
命
を
興
さ
ん
ご
す
る

彼
の
意
図
が
藝
術
の
上
に
表
は
さ
れ
ん
ε
し
、
彼
の
鏡
き

し
か
も
顧
る
こ
ご
な
き
性
質
が
激
し
く
古
き
型
に
挑
戦
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　
元
來
埃
及
の
施
術
は
、
慮
然
模
倣
に
始
っ
て
居
り
、
彫

刻
に
於
て
殊
に
著
も
い
が
、
毘
較
的
・
古
き
も
の
に
は
、
生

命
と
清
新
に
充
ち
、
印
象
的
な
の
が
多
く
、
ル
ー
ヴ
ル

（
い
。
＝
＜
器
）
博
物
館
に
あ
る
「
坐
せ
る
書
記
」
の
如
き
は
傑

作
ご
讃
へ
ら
れ
て
居
る
。
併
し
第
十
一
王
朝
の
頃
よ
り
、

彫
謝
刻
家
r
は
自
ら
眼
に
映
じ
、
心
に
論
戚
じ
だ
る
儘
の
省
…
像
を

　
　
　
第
十
三
　
　
　
難
　
纂
’

ネ
フ
ア
テ
イ
テ
イ
豫
宵
ア
て
ル
ナ
彫
鋼
虐
に
就
て 表

は
す
霞
由
を
失
ひ
、
宗
激
に
よ
り
て
定
め
ら
れ
た
帝
統

の
形
式
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
賂
同
一
の
ポ
ー
ズ
、
李
行

せ
る
脚
、
胸
に
腕
を
交
へ
る
等
、
総
じ
て
活
動
性
に
乏
し

き
も
の
で
あ
っ
た
Q
尤
も
屡
々
互
大
な
る
像
を
も
の
に
し

だ
る
こ
ご
も
あ
る
が
、
生
硬
ご
乱
調
な
る
も
の
が
極
め
て

多
か
っ
た
。

　
第
十
入
王
朝
に
入
う
て
、
一
般
職
術
は
美
し
い
が
若
々

し
さ
が
な
く
、
魅
力
が
あ
る
が
風
面
の
姥
櫻
ε
云
ふ
態
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

ホ
ー
ル
は
述
べ
て
居
る
が
、
彫
刻
は
前
期
の
メ
ン
フ
ィ
ス

（
鎖
豊
）
（
寓
①
ヨ
℃
豊
島
寅
男
a
。
“
）
時
代
の
三
五
を
踏
襲
し
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

か
も
堕
落
の
傾
向
す
ら
示
さ
ん
ご
し
た
。
例
へ
ば
背
に
長

く
太
く
隈
取
を
示
し
、
デ
ル
・
エ
ル
・
バ
ハ
ソ
（
O
警
血

ゆ
轡
ξ
5
．
に
あ
る
ア
自
選
ス
（
》
巴
ρ
ヨ
＄
）
妃
の
如
き
謬
論
像

す
ら
、
男
子
の
其
ご
墾
ら
な
い
程
に
な
っ
た
。
自
ら
鎌
髭

ま
で
し
て
男
装
し
旋
ハ
ッ
ト
セ
ッ
プ
ス
ト
（
寓
ρ
齢
。
。
ぽ
需
q
¢
女

王
の
像
に
煮
て
ば
云
ふ
迄
鳶
な
い
。

　
然
る
仁
ア
ク
ン
ア
ト
ン
は
良
ら
勿
論
、
す
べ
て
の
入
、

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
入
一
　
（
五
入
九
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
維
　
纂

す
べ
て
の
物
を
し
て
、
眞
實
あ
り
の
儘
を
示
さ
し
あ
ん
こ

し
、
彼
は
良
己
を
敢
て
美
し
く
見
せ
む
ご
は
せ
す
、
そ
の

特
徴
を
表
し
．
た
め
に
幾
干
か
の
誇
張
す
る
こ
ご
を
も
厭

は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
、
彼
の
長
き
頭
蓋
．
鏡
く
尖
れ
る

顎
、
細
長
き
首
筋
、
付
く
な
っ
た
肩
、
肥
満
し
た
腹
部
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
リ
カ
メ
ユ
ア

腿
都
、
細
き
幾
等
は
、
寧
ろ
滑
稽
な
る
戯
書
的
の
も
の
を

　
　
循
　
　
　
　
勒

作
ら
し
め
て
居
る
。
彼
が
妃
及
び
娘
ざ
共
に
ア
ト
ン
を
笄

せ
る
浄
彫
等
を
見
れ
ば
肯
か
れ
る
所
で
あ
る
。
帥
ち
自
然

を
表
現
す
る
こ
ビ
テ
ー
ブ
ス
の
作
家
よ
り
盛
ん
で
あ
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
瑚

進
ん
で
居
だ
の
で
あ
る
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

　
彼
は
か
く
て
家
庭
生
活
を
作
品
の
上
に
表
は
し
た
が
、

是
れ
、
粗
景
歴
代
の
み
な
ら
す
、
古
代
埃
及
蓮
じ
て
塞
前

の
底
企
に
し
て
、
そ
の
個
性
を
表
現
し
て
残
し
だ
る
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勒

に
於
て
「
最
初
の
個
入
」
の
繕
も
あ
る
が
、
叢
に
宮
廷
藝

術
を
作
り
、
清
新
、
爵
然
、
翼
實
を
表
満
す
る
た
め
に
は
、

慮
ら
の
身
膿
上
の
訣
黙
を
も
顧
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

中
王
國
以
後
如
何
に
も
王
者
ご
し
て
相
癒
し
い
態
度
を
示

ネ
フ
ア
テ
イ
テ
イ
慷
定
ア
マ
ル
ナ
彫
嘉
定
に
重
て
　
　
　
　
　
　
第
鶏
號
　
　

入
二
　
（
五
九
〇
）

さ
れ
て
居
た
も
の
が
、
こ
の
時
代
の
も
の
に
は
見
出
さ
れ

す
、
総
べ
て
王
者
だ
る
の
理
由
を
強
調
さ
れ
て
、
何
物
も

貴
し
い
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
Q

　
彫
刻
家
は
王
の
指
圏
の
ま
、
に
作
っ
た
◎
御
用
を
つ
こ

め
た
ペ
ッ
ク
自
浄
）
が
都
に
お
け
る
ア
ト
ン
帥
殿
内
の
王

の
偉
大
な
る
紀
念
像
を
つ
く
る
に
際
し
て
、
「
陛
下
親
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勒

御
指
圖
さ
れ
た
」
と
の
記
銘
が
鞭
っ
て
居
り
、
　
ッ
幅
7
7
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

（
寧
一
二
）
も
亦
、
王
の
指
圖
に
よ
っ
て
制
作
し
て
み
る
。

　
膚
然
を
寓
す
こ
ご
は
軍
に
人
の
み
に
止
ら
す
、
、
活
動
せ

る
動
物
、
繁
茂
せ
る
植
物
、
更
に
心
な
き
流
水
、
結
ぶ
臼

露
に
及
ん
で
居
る
、
彼
は
こ
れ
ら
を
歌
に
し
て
ア
ト
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勒

讃
美
し
た
る
が
、
其
に
造
形
藝
術
の
上
に
も
用
ひ
た
。
郎

ち
葛
、
蔓
草
等
の
絞
檬
も
、
こ
の
重
大
に
登
達
し
た
の
で

　
ゆ

あ
る
。

　
（
O
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三
2
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＝
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回
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目
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ε
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嵩
p
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L
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隠
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目
配
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ε
竜
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門
ひ
。
り
例
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鍵
ぱ
挨
計
同
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Q
一
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昌
お
P
躰

マ
ω
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切
話
嚇
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民
＝
・
o
h
寓
鶏
同
一
）
9
3
醤
よ

》
σ
捗
二
〇
“
寓
羨
。
蔓
o
m
諺
σ
q
鴇
隣
ぐ
。
冒
H
囲
・
冒
b
昌
負
昆
お
叙
ワ
い
お

　
四

　
ソ
イ
が
川
（
を
。
望
5
は
ア
ク
ン
ア
ト
ン
の
藝
術
上
の
改

革
を
以
て
、
一
の
ル
ネ
ず
ン
ス
（
閃
9
駐
磐
】
8
）
ε
看
倣
し
、

古
拙
時
代
の
復
古
ご
見
て
居
b
、
萬
帥
中
、
最
も
古
き
も
の

》
代
表
者
ご
し
て
の
、
ラ
・
ホ
ラ
ク
テ
イ
（
舛
甲
鵠
。
巨
島
ε
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

ア
ト
ン
ご
關
門
づ
け
、
こ
れ
よ
り
例
些
し
て
居
る
が
、
ア

マ
ル
ナ
時
代
の
藝
術
は
軍
に
古
酒
國
よ
b
存
し
て
居
た
寓

實
ま
義
な
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
表
現
の
内
省
的
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

．
精
…
紳
的
表
現
に
努
め
て
居
る
の
は
拒
ま
れ
な
い
◎
伯
林
に

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂

ネ
フ
ア
テ
イ
テ
イ
豫
ビ
ア
マ
ル
ナ
彫
塗
虐
に
就
て み

る
小
な
る
浄
写
に
、
王
は
脚
を
屈
し
て
立
ち
Y
勢
を
杖

に
支
へ
、
王
妃
の
差
出
す
花
を
か
い
で
無
b
、
王
妃
は
風

に
衣
の
裾
を
委
し
て
居
る
の
が
あ
る
が
、
性
格
を
巧
に
表

し
た
ポ
ー
ズ
を
忠
實
．
に
描
寓
し
た
も
の
ご
云
へ
様
ビ
思
は

　
恥
れ
る
。
か
く
し
て
彼
は
生
々
こ
も
て
、
高
潔
な
る
美
的
意

識
を
有
し
、
作
風
ご
理
想
に
斯
て
膚
分
ご
意
氣
の
投
合
す

る
作
家
を
見
出
し
淀
の
で
あ
っ
元
、
例
へ
ば
絡
叢
に
於
て

も
從
來
な
か
っ
た
陰
影
を
施
す
こ
ε
も
用
ひ
ら
れ
、
現

今
、
牛
津
の
ア
シ
モ
レ
ア
ン
（
》
ω
げ
諺
。
δ
磐
）
博
物
館
に
あ

る
彼
の
四
達
を
示
し
て
壁
豊
の
如
き
が
あ
る
が
．
ア
マ
ル

ナ
時
代
の
す
ぐ
る
ご
丑
ハ
に
永
く
こ
の
手
法
が
姿
を
ひ
そ
め

た
の
も
遣
憾
で
あ
る
。

　
ア
ク
ン
ア
ト
ン
の
像
に
つ
い
て
、
傳
統
の
形
式
よ
り
汗

し
て
居
な
い
で
、
王
者
ε
し
て
英
傑
多
い
父
耐
を
偲
ば
す

様
な
も
の
が
全
然
な
い
ざ
は
云
へ
な
い
が
、
ボ
ル
ハ
川
ト
は

こ
れ
ら
は
ア
メ
ン
ボ
チ
ッ
プ
三
世
の
像
で
、
決
し
て
そ
の

子
な
る
ア
ク
ン
ア
ト
ン
の
で
は
な
い
ざ
論
告
し
、
　
シ
ェ
フ

ァ
ー
（
6
Q
o
藍
諭
『
）
も
同
意
す
る
に
至
っ
た
か
ら
、
此
等
は
除
’

　
　
　
　
　
　
第
四
魏
　
　
　
八
三
　
（
、
鉱
九
蝿
）



第
＋
三
巷
　
雑
纂
　
ネ
フ
ア
テ
イ
テ
イ
像
虐
ア
マ
ル
ナ
彫
刻
壽
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

い
て
考
へ
て
差
支
へ
な
い
ご
思
ふ
。

　
斯
く
し
て
自
然
に
從
ひ
、
生
氣
を
出
さ
ん
ご
し
た
る
が
、

王
命
唯
從
ぶ
態
度
に
出
で
た
る
作
家
は
、
王
の
特
徴
な
る

が
故
に
貴
し
ご
し
、
美
い
こ
し
て
、
こ
れ
に
標
準
を
於
て

他
に
慮
零
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
意
識
的
か
、
否
か
は

知
れ
な
い
が
、
王
ビ
妃
こ
の
像
を
第
三
圖
の
如
く
、
殆
ん

ざ
同
一
に
表
現
す
る
に
至
っ
た
。
重
れ
、
折
角
傳
統
を
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
ん
こ
し
て
、
又
型
に
は
ま
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
御
ち
自
然
に
よ
る
と
工
程
に
穿
て
努
め
な
が
ら
、
豫

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
入
四
　
（
五
九
二
）

想
さ
れ
た
決
定
に
準
じ
て
そ
の
結
果
が
生
じ
た
の
で
あ
っ

　怨
。
斯
く
し
て
落
附
く
所
は
ア
マ
ル
ナ
形
式
の
硬
化
で
あ

る
。

　
埃
及
の
官
途
彫
刻
に
一
種
の
グ
ロ
テ
ス
ク
（
σ
q
『
o
斤
。
告
口
、
）

な
る
姿
膿
を
與
へ
、
王
の
特
徴
を
幾
分
か
、
騒
騒
か
に
表

は
さ
れ
て
居
る
。
帥
ち
王
妃
、
王
女
、
恐
ら
く
は
ア
ク
ン

レ
ト
ン
に
あ
っ
た
寵
臣
の
誰
彼
の
像
に
も
こ
の
傾
向
が
認

　
　
　
　
　
　
　
助

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
尤
も
懇
懇
こ
の
傾
向
に
反
抗
し
て
從
來
の
傳
統
に
よ
り
泥

る
ち
の
は
、
テ
ー
ブ
ス
其
他
に
あ
っ
た
事
が
考
へ
ら
る
、
が
、

宮
廷
御
用
の
名
目
の
た
め
に
は
、
天
下
の
趨
勢
は
総
々
ざ
こ

の
潮
流
に
押
離
さ
れ
た
に
違
ひ
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

　
凡
そ
藝
術
は
、
傳
統
に
離
し
て
生
氣
を
失
は
ん
ご
す
る

や
新
生
面
を
展
開
す
る
運
動
生
じ
、
叢
に
勃
興
の
氣
運
に

育
ま
れ
て
、
進
展
を
な
し
、
隆
盛
期
を
形
作
る
が
、
何
時

し
か
そ
の
精
紳
は
没
却
さ
れ
、
形
式
の
み
に
陥
り
、
絡
に

再
に
傳
統
に
標
る
に
至
る
こ
ご
を
繰
返
し
勝
ち
で
あ
っ

て
、
そ
の
冬
時
期
に
長
短
あ
る
あ
る
は
、
こ
れ
に
作
用
す

る
要
因
の
如
何
に
よ
る
は
云
ふ
迄
も
な
い
。



　
ア
マ
ル
ナ
時
代
ε
し
て
悔
僅
か
に
二
十
年
に
充
た
な
い

彼
の
治
世
に
つ
ぐ
に
、
テ
ー
ブ
ス
に
都
の
戻
る
迄
の
間
に

於
て
、
勃
興
よ
り
没
落
ま
で
の
経
過
が
、
走
馬
燈
の
如
く

目
ま
ぐ
る
し
く
、
花
火
線
香
の
如
く
淡
く
、
，
渦
…
ぎ
去
り
、

遣
え
行
っ
た
ご
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
彼
が
死
す
る
や
、
政

治
上
の
反
動
ご
共
に
、
話
術
上
に
彼
が
残
し
た
功
蹟
は
跡

、
方
な
く
白
ん
で
、
死
後
二
十
五
年
な
ら
す
し
て
、
ッ
ー
ト
・

ア
ン
タ
・
ア
メ
ン
（
↓
9
9
・
三
島
僧
已
。
巳
に
よ
り
て
テ
ー
ブ
ス

に
都
の
戻
り
し
は
勿
論
、
ア
ク
ト
ア
ト
ン
は
展
嘘
ご
化
し

果
て
、
當
時
の
入
々
よ
り
は
そ
の
名
を
云
ふ
る
さ
へ
呪
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

し
き
も
の
ご
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
斯
く
て
模
花
一
朝
の
夢
の
如
き
ア
マ
ル
ナ
藝
術
逝
き

て
、
ツ
ー
ト
・
ア
ン
タ
・
ア
メ
ン
の
陵
墓
中
よ
り
、
近
時
登

齢
し
た
る
、
約
十
細
評
ご
云
は
る
、
像
の
如
き
は
、
眉
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ィ
ブ

く
、
背
の
隈
取
太
く
、
堂
々
た
る
型
た
る
は
㍉
テ
ー
ブ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

の
傳
統
を
示
し
て
居
る
の
が
知
ら
れ
る
。

　
第
十
八
王
朝
倒
れ
て
、
第
十
九
王
朝
な
）
、
英
主
セ
テ

イ
一
世
（
ω
①
低
H
）
の
…
顎
に
は
、
再
び
ラ
ー
ブ
ス
の
藝
術
が
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

盛
期
を
示
し
て
居
り
、
古
い
作
品
の
模
倣
に
つ
ぐ
、
に
模
倣

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂

を
以
て
し
、
綾
き
て
興
亡
せ
し
仁
摩
埃
及
の
幾
多
の
王
朝

の
数
を
重
ね
る
ご
共
に
、
臆
落
す
る
ば
か
り
で
、
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

活
氣
な
き
模
寓
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

　
實
に
ア
マ
ル
引
の
藝
術
は
、
誌
代
埃
及
に
於
て
清
涼
朔

た
）
、
興
奮
捌
で
あ
っ
た
。
唯
天
童
に
壽
を
與
ふ
る
に
吝

か
で
徒
に
壷
折
せ
し
め
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
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